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福島第一原子力発電所から放出された
放射性物質が野生ニホンザルに与えた影響

～４年間の研究成果と今後の課題～

日本獣医生命科学大学 獣医学部
獣医学科 野生動物学教室
羽山伸一
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2011年3月の東日本大震災に伴う東京電力・福島第一原子力
発電所の爆発により、多くの野生生物が被ばくした。

日本の固有種であるニホンザル（以下、サル）が、原子力発電
所から放出された放射性物質に被ばくした世界で初めての野生
霊長類となった。

演者らは、2008年から特定鳥獣保護管理計画にもとづき福島市
で個体数調整のために捕獲されたサルを1000個体以上解剖検
査し、妊娠率の推定や遺伝子解析などの研究を行ってきた。

野生哺乳類の被ばくによる健康影響に関する研究は少ない。

そこで、サルの被ばく状況を経時的に観測するとともに、被ばくに
よるサルへの健康影響を明らかにすること研究を開始した。

研究の背景
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群れの行動域が
限られている
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研究の全体設計

健康影響の推定

累積空間線量マップの利用

・被ばく直後からのトレース
・土壌汚染濃度との関係
・季節的変化
・性、年齢による蓄積量

筋肉中放射性セシウム
濃度の測定

血液学的検査 遺伝子検査 繁殖学的検査 病理学的検査

外部被ばく量の推定 内部被ばく量の推定
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１. 内部被ばく状況の把握
調査期間：2011年４月11日から2014年5月25日
動物：福島市内で捕獲されたサル576頭
対照：青森県内で2012年度に捕獲されたサル74頭

＊サルは各県の特定計画に基づいて個体数調整で
捕獲後に殺処分された個体を用いた

内部被ばく量の評価：すべての核種は測定できない
筋肉1㎏あたりの総放射性セシウム(134Cs+137Cs）
濃度を測定

内部被ばく量と捕獲地点との関係：
文科省による放射性セシウムの土壌沈着量データ

（2011年7月2日換算）をGISでラスター変換し、推定
された土壌沈着量を10万未満、10～20万、20～30

万、
30万以上（Bq/m2）に区分



6

福島市における各群れの行動域（黒線）と

放射性セシウムの土壌沈着濃度分布の関係

10~20万 Bq/m2

30～40万 Bq/m2

20～30万 Bq/m2

~10万 Bq/m2

＊：土壌沈着量分布図は2011年8月文部科学省公表のデータをラスター変換して作成

１ｋｍ



セシウム土壌汚染濃度とサル筋肉中Cs濃度の関係
（被ばく2年目：2012年4月～2013年3月）
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朝日新聞
2014年7月31日付

福島第一原発のがれき
粉じん、７回宮城へ
東大など調査
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２. 血液学的検査

調査期間：2012年４月～2013年３月
動物：福島市内で捕獲されたサル６１頭
対照：青森県内で捕獲されたサル３１頭
年齢：幼獣（0～４歳）および成獣に区分
内部被ばく量の評価：
筋肉1㎏あたりの総放射性セシウム(134Cs+137Cs）
濃度を測定

血液学的検査：殺処分後、すみやかに採血し、冷蔵
便で日獣大の検査室へ輸送
検査項目は、WBC, RBC, Hb, Ht, 血小板数,
白血球百分比
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Figure 5. Hematological values of Japanese monkeys captured in Fukushima and Shimokita.
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福島市のサル若齢個体（4歳以下）における
筋肉中総セシウム濃度と白血球数
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サル筋肉中セシウム濃度は、捕獲地
点の土壌汚染と有意な相関があった

しかし、セシウム蓄積には大きな季節
変動があり、個体ごとの累積被ばく量
を捕獲地点の土壌汚染レベルだけで評価することは難しい

血液学的検査の結果、福島市のサルは、青森県のサルに比
べて血球数やＨｂの低下が認められた

福島市のサル未成熟個体における白血球数は、筋肉中セシ
ウム濃度と有意な負の相関が認められることから、白血球数
の減少は何らかの放射性物質による影響であることが示唆さ
れた

まとめ


